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『気管支拡張症の病態と増悪管理
－DPP1を介した好中球性炎症の重要性－』

気管支拡張症とCOPD



【当日の視聴に関するテクニカルサポート】
ブイキューブサポート窓口
TEL:03-6364-6479 受付時間：講演当日 9:00～21:00
※CareNet.comからのご視聴に関するお問い合わせは、上記「ケアネットカスタマーセンター」よりお問い合わせください。

CareNet.comからのご視聴方法

https://www.carenet.com/insmed_260929にアクセスしてくださいURL

satoru.aizawa@insmed.com

CareNet.com会員以外の医師、医師以外の医療従事者の方のご視聴方法

気管支拡張症は、慢性気道感染と慢性気道炎症を特徴とする進行性呼吸器疾患
であり、その病態形成には好中球性炎症が中心的な役割を果たしている。気道
内では感染や炎症により好中球が集積し、好中球エラスターゼをはじめとする
セリンプロテアーゼが放出されることで気道傷害が進行し、感染、炎症、気道
破壊の悪循環が形成される。近年、この好中球セリンプロテアーゼの活性化に
必須であるDipeptidyl Peptidase 1（DPP1）が病態進展に関与することが注目さ
れている。気管支拡張症における増悪は一時的な症状悪化にとどまらず、肺機
能低下、QOL低下、入院リスクの増加、さらには生命予後の悪化と関連するこ
とが知られており、日常診療における増悪予防と早期介入が重要である。
喘息、COPD、非結核性抗酸菌症などに気管支拡張所見が併存することがあり、
気管支拡張症の存在を早期に認識し適切な診断・評価につなげることが重要で
ある。本講演では、気管支拡張症の病態、増悪の臨床的意義、DPP1を介した好
中球性炎症の役割、および実臨床における診断と増悪管理について最新の知見
を交えて概説する。

インスメッドメディカルWebinar

yukako.yamaga@insmed.comまでメー
ルにて開催日前日までにご連絡をお願い
します。その後、視聴URLをご連絡させ
ていただきます。メールにてご提供いた
だいた個人情報は、インスメッド合同会
社のホームページ記載の「プライバシー
ポリシー」（https://insmed.jp/privacy/
）に則った目的にのみ利用させていただ
きます。

1 視聴URLにアクセスい
ただきます。

2 時間になりましたら何も入
力なしでそのままご視聴い
ただけます。
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